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図2 教材開発室の機器の配置図
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各システムは､必要な周辺機器を完全に揃え､
使い勝手が良いように配置 ･配線されているので､
簡単に起動させることができる｡その点では､賛
沢な研究開発環境をつくることができた｡
3)従来のL.L.とパソコンを合体させた新
しい形態のL.L.教室
L.L.の機能は､ビクターの最新機種
(LL-6900)が採用される｡教員側マス
ター卓と､学生側ブースデスク40式のシ
ステムである｡教員側操作部は､LLマ
スター卓とマッキントッシュ ･LAN操
作卓より構成されている｡
各学生用ブースには､マッキントッシュ･
コンピュータ (PowerMac8500/120)､
カセットプレーヤー､画像転送システム
端末装置が配置されている｡パソコンに
はCD-ROMプレーヤーが内臓され､
データ保存は外付けのハー ドディスク
(2MG)を利用する｡また､一部のパ
ソコン (lo合)には､映像処理に対応で
きるように､RAMメモリを通常の16メ
ガから24メガに増設している｡端末モニ
ターはL.L.のモニターも兼用 し､パソ
コンでのデジタル音声とLLの音声も1
つのヘッドセットを兼用して使う｡キー
ボードは､必要のないときは､モニター
の下に差し込むことができる｡このよう
に､学生のブースデスクは､筆記など他
の作業がしやすいように工夫された｡ま
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図3 L.L.教室の机の設計図 (横から)
た､ディスカッション形式の授業などの
ときに､モニターが視野の邪魔にならな
いように､モニターに角度をつけて半分
埋め込み (図 3､4)､ブース卓はアイ
ランド形式にした (図5)｡
マスター卓には､マッキントッシュ ･
コンピュータ (PowerMac9500/132､
RAMメモリ64MG)とネットワークサー
バーとして1.3GBのMOドライブが設置
されている｡LL操作卓はアイコンメニュー
を採用し､マウスで簡単に操作できる｡
教材編集 ･送出用として､従来のテープ
レコーダーのほかに､専用MD(ミニディ
スク)レコーダがある｡また､光リモコ
ンの受信器が付き､遠距離からビデオ操
作ができるようになった｡
教室内には､32インチのハイビジョン
モニターが1台置かれる｡ダブル画面モー
ドにすると､パソコンとLL画像の同時
提示が可能になる｡
パソコンのネットワークシステム (L
AN)は､現在 7号館にあるパソコン実
習室の機能とそれほど変わりはない｡画
像の一括転送が､先生と任意または全学
生との間で双方向に行うことができる｡
また､学生のテス トの採点､成績管理が
可能なソフトを､教員側のネットワーク
サーバーとしてのハードディスクに組み
込んでいる｡
3施設での装置の配置および設計は､研究と臭
図4 (上から)
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践の相乗効果を考えて進められた｡例えば､学習
場面における映像の与え方について､教材開発室
のデジタル編集､視線運動分析装置などを利用し
て研究し､その成果をスタジオ ･編集室で教材作
成 ･編集に生かす｡その教材は､直結するLL教
室で実践し､全体的なカリキュラムや教授法につ
いて再検討していくというプロセスをとることが
できるのである｡
なお､これらの高性能な機器をできるだけ効率
よく利用していくためには､次の点を確実に実行
していく必要がある｡
1)教職員のためのワークショップを定期的
に開く
2)学習ラボは､個別学習､グループ学習､
全体学習を可能にする形態をとる
3)技術アシスタントを確保する
言語研究センターの運営委員会を中心として､
今後､施設の運営を充実させていかなければなら
ないと考えている｡
ハードウェアーは一応そろった｡これから最も
大切なのは､現状を踏まえ､どのように新 しく出
発するかである｡新しいシステムは､新 しいコン
セプト､新 しいやり方で運用しなければ､十分に
力を発揮 しない､というのは教育システム工学で
は言い古された言である｡さて､新 しいコンセプ
トとは何か｡どのように構築していくのか｡言語
教育カリキュラムの変革､言語研究センターとい
うフレームの改革､改善を共に考えるのは､我々
センターの所員である｡教育､研究活動のさらな
る充実を目指して､現状を分析し､問題を提起し､
結果を出し､公表し､評価するというサイクルで
効果的に施設を運用していくことが強く望まれる｡
ハードウエアを生かすも殺すもソフトウエアので
き如何であるから｡
図 5 L.L.教室の机の配置図
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★講演会報告★
星実千代氏講演会
[現代チベ ット語ラサ方言の
発音と文字の関係について]を聴講して
本学言語研究センター主催による上記講演会は､
1995年11月29日 (水)午後4時00分から同6時00
分まで､2時間にわたり､20号館311号室 ･433号
室で催された｡山口研究センター長のご挨拶をい
ただき､司会は望月が担当した｡本講演会は､本
年度発足 した言語研究センター計画組 ｢漢字漢語
の諸問題｣推進の一環にも組み込まれるもので､
当日の参加者は中国語学 ･日本語学などに関心の
ある､本学院生 ･教員を含めた研究者であった｡
チベット文字は､極めて複雑な構成要素からな
り､それは元来､サンスクリットの綴 り字をヒン
トに考案された｡このチベット文字はさらにフビ
ライの命によってラマ僧パスパ (1235-80)が豪
望 月 真澄
古文字を創製する時の根拠となり､さらに1446年
｢訓民正音｣の名で公布された音標文字ハングル
にも多大の影響を及ぼした｡ 文化功労者､河野
六郎博士は､昨年から本年にかけ ｢文字論｣｢耳
字晶眉｣など､文字論の原論的著作をものされ､
言語学の一環としての文字論はもっと重視されな
ければならないと主張されている｡
今回､その令嬢泉氏が､また東大博士課程でチ
ベット語を研究されているという星氏の家学とも
いうべき一端を､A4､13ページにわたる両氏合
作のプリントに基づきご講演をいただき､内容充
実の意義深い催しであったことに､聴講者一同感
謝している｡
(編集後記)
｢マルチ ･ラボ｣が設置されることになった｡マルチとは映像､音声､文字の三位一体によ
る語学教育という意味らしい｡今回はこの特集､というより､マルチ ･ラボのためのNews
Letterとなった｡
在外研究員としてMITで研修中の保崎則雄氏であるが､推進役から転じて､詳しい紹介文
を寄せてくださった｡鈴木広子氏には､保崎氏と絶えず E-mail連絡をとりながら､保崎氏
の原稿を加筆訂正し､図をマッチングさせ､全体像をまとめていただいた｡学年末､入試の忙
しい時期に､さらに導入に際しての打合せや段取 りの煩雑な仕事をもこなす中での玉稿である｡
堂はできた｡文字どうり堂に入ったものになるか､はたまたがらん堂に成 り果てるか｡ひと
えにソフトである外国語教育に携わる者の双肩に掛かっているといえよう｡同時に､管理し運
営する側の責任も大きい｡となると､外国語の教員で､言語研究センターの所員である者には､
よほどの覚悟が必要とされるようである｡
センターの創立20周年を迎えて､昨年度と今年度はいくつかの記念事業があり､センターの
改革を考えた2年間でもあった｡記念の大きい企画だから､あるいは20周年に当たるからとい
うようにスポット的に関心を寄せ尽力するというのでなく､不断に､平生の精神で､しかも情
熱を持って､取 り組む姿勢が求められる.本やビデオの使用状況ひとつ見ても､センター-の
関心､協力がどこか-いっている感が拭えない｡
新 しい皮袋に､ふさわしいお酒を､みんなで楽しく盛ろうではありませんか｡ (M.T.)
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